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要旨
本稿は徳之島の北端に位置する集落のことばである金見（かなみ）方言について，まずは，金見
方言の文末イントネーションが意味の対立を作り出すことがないことを報告する。これは，断定と
疑問のイントネーション調査，および，複数のシチュエーションを設定しての呼びかけイントネー
ション調査の結果による。一方で，文中イントネーションについては，統語構造やフォーカスが反
映されるなど，対立が認められるようである。そして，この方言においては人に名前で呼びかける
場合に，語（名前）の基底には存在しない音声的な伸び（長母音）が生じる場合があり，長母音が
生じる位置については語を単独で言い切る場合のピッチパターンから予測可能であることを示す *。

キーワード：琉球語，金見方言，イントネーション，長母音

1. 金見方言のアクセント

金見方言は鹿児島県徳之島の北端に位置する（図 1参照）金見集落で話されていることばであ
る。現在の話者人口は 50名に満たない（金 2022）と考えられ，多くの琉球語諸方言と同様に消
滅の危機が迫っている方言の 1つである。イントネーションを論じるためにはアクセント体系が
明らかにされている必要があるが，金見方言のアクセント体系については，以下の表 1で示すよ
うな体系であるということが金（2022: 51–54）で報告されている。モーラカウントで昇り核（上
野 1992）を持つ三型（X型，Y型，Z型）の体系であり，X型は高起式で無核（“0”），Y型は低
起式で語の後ろから 1番目のモーラに昇り核を持ち（“-1”），Z型は低起式で語の後ろから数え
て 2番目のモーラに昇り核を持つ（“-2”）とされている。また，基底にはない母音の伸び（長母音）
が表層にしばしば表れることも報告されている。

* 本稿は国立国語研究所の共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」（プロジェ
クトリーダー：窪薗晴夫）の研究成果であり，同プロジェクト研究発表会（2019年 5月 11日，於：国立国
語研究所）で口頭発表した内容を基にしている。「実証的な理論・対照言語学の推進」（プロジェクトリーダー：
浅原正幸）のサブプロジェクト「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証
的研究」（同：五十嵐陽介），および「消滅危機言語の保存研究」（同：山田真寛）の研究成果でもある。また，
筆頭著者に対する JSPS科研費（JP18K00580）および第二著者に対する JSPS科研費（JP21K00482）による成
果の一部である。本稿における誤謬は全て著者の責に帰するものである。
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2. 金見方言のイントネーション調査と分析

金見方言のイントネーション調査にご協力いただいた話者は調査時点で 70代の男性 1名であ
る。本稿で示すデータは全てこの話者のものであり，調査は 2019年の 3月に実施した。

2.1 文末のイントネーション

結論を先に述べると，金見方言の文末イントネーションは下降調（あるいは非上昇調）のみが
観察され，文末イントネーションによる意味の区別はない。モーダルな意味を表す際にも特に有
標なイントネーションは観察されず “一型

けい

イントネーション ”とでも呼べそうな体系である。文
末位置で意味の違いを作り出す場合は終助詞（あるいは接語）に依っているようである。

表 1　金（2022）による金見方言の三型アクセント（表層形）
基底 1モーラ語 基底 2モーラ語 基底 3モーラ語

X型：高起式 “0” ʔju（魚） mui（丘） haNmë（ご飯）
Y型：低起式 “-1” [dë˩˥;（竹） u[gi（サトウキビ） kuju[mi（暦）
Z型：低起式 “-2” [na˩˥;˥˩bï（鍋） ka[ra˥˩dzi（髪）
[：昇り核，基本的にはこの記号のところでピッチが上昇する。
˩˥：何らかの要因で昇り核の位置と異なる位置でピッチ上昇が観察される場合のピッチ上昇。
˥˩：ピッチ下降。
;：アクセント情報に関係して表層に生じたと考えられる長母音の後半部。
N：撥音

徳
之
島

図 1　金見集落の位置
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2.1.1 疑問と断定のイントネーション

以下では yes/no疑問文（（1）），wh疑問文（（2）），断定文（（3））の順で調査した例文を示す。
（1a–c）は図 2から図 4，（2a–c）は図 5から図 7，（3a–c）は図 8から図 10で，それぞれの例文の
音声波形とスペクトログラムについて Praat（Boersma and Weenink 2022）で描画した図を示す。
例文の仮名表記については小川（2015）に準拠している。また，例文および仮名表記についての
注釈を※で示す。本稿の後半で五十嵐（2023）の類型化にこの方言を当てはめる際にも重要な言
語事実として，金見方言では文末に疑問を表す形式（終助詞）がない疑問文は非文となる 1とい
うことをあらかじめ断っておく。

 （1）yes/no疑問文の例
  （※名詞述語で終助詞「-セ」，形容詞述語と動詞述語で終助詞「-ムィ 」゚必須。「ムィ 」゚

は /mï/）
   a. アリヤ　オーサセ？（あれはアオサか？）
   b. マール　ハントゥスームィ ？゚（毬を落とすか？）
   c. カンコクヤ　ヒギュロハムィ ？゚（韓国は寒いか？）

 （2）wh疑問文の例
  （※終助詞「-ガ」必須。）
  a. ディンガ　ナーバガ？（どれがキノコか？）
  b. アーカヤ　イチー　キーガ？（姉はいつ来るか？）
  c. ダーガ　‘ ムィ ー゚チャハンガ？（どこが危ないか？）　　（※「‘ ムィ 」゚は /ʔmï/）

 （3）断定文の例
  （※コピュラは「-ヤ」だが，名詞述語で必須ではない。）
  a. アリヤ　オーサド。（あれはアオサだ。）　　（※「-ド」はモダリティマーカー）
  b. アチャー　キューイ。（明日来る。）
  c. アラ，‘ クヮーハイ。（いや，狭い。）　　（※「‘ クヮ」は /ʔkwa/）

1 琉球語諸方言には yes/no疑問文において形態的疑問標識が必須であるものが多い（五十嵐 2023）と指摘さ
れている。金見方言の場合は wh疑問文でも形態的疑問標識が必須。
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kaŋkokuja hiɡjuɾohamɨ

図 4　yes/no疑問文「韓国は寒いか？」

maːɾu hantusuːmɨ

図 3　yes/no疑問文「毬を落とすか？」

arija                            oːsase 

arija_oosase＿ynQ＿mono 

 

図 2　yes/no疑問文「あれはアオサか？」
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daːɡa ʔmɨːtɕaːhaŋɡa

図 7　wh疑問文「どこが危ないか？」

aːkaja itɕiː kiːɡa

図 6　wh疑問文「姉はいつ来るか？」

diŋɡa naːbaɡa

図 5　wh疑問文「どれがキノコか？」
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aɾa ʔkwaːhai

図 10　断定文「いや，狭い。」

atɕaː kjuːi

図 9　断定文「明日来る。」

aɾija oːsado

図 8　断定文「あれはアオサだ。」


